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  (百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第１四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 3,320 △9.7 10 △96.6 23 △92.7 0 △100.0 

26年３月期第１四半期 3,676 4.0 307 25.3 326 23.0 230 46.5 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 0.01 0.01 

26年３月期第１四半期 56.30 56.18 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第１四半期 11,273 8,683 77.0 2,175.75 

26年３月期 11,860 8,828 74.4 2,217.27 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 8,678 百万円   26年３月期 8,824 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 
27年３月期 －         

27年３月期（予想）   40.00 － 40.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 7,391 0.3 477 △23.4 506 △22.9 298 △28.7 74.64 

通期 15,123 0.7 1,081 △21.1 1,139 △20.4 666 △20.7 166.17 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 4,266,100 株 26年３月期 4,266,100 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 275,159 株 26年３月期 284,259 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 3,986,596 株 26年３月期１Ｑ 4,099,158 株 

当社は、平成24年３月15日開催の取締役会において、「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」、平成25年10月31日開催の

取締役会において「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入を決議しております。 

従業員持株会信託口及び株式給付信託口が所有する当社株式については、貸借対照表において自己株式として処理

しております。期末自己株式には当該株式数（平成27年３月期第１四半期 従業員持株会信託口96,200株、株式給

付信託口178,800株）を含めて記載しております。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報 (3)業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の発現や金融緩和策による円安と株高が進み、消

費税率引上げ前の駆け込み需要の反動により弱さが残るものの、景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、海

外経済の下振れ懸念が景気を下押しするリスクとなっており、依然として予断を許さない状況が続いております。

 こうした経営環境の中、当社は「顧客数の拡大」を経営指針として、平成25年３月期から平成27年３月期までの

中期経営計画に基づき、ブランド力の強化等による新規顧客の獲得とともに、顧客満足度の向上による既存顧客の

ロイヤルカスタマー化を推進しております。

 当第１四半期累計期間におきましては、新規顧客の獲得及び認知度向上を図るため、新宿ステーションスクエア

等の人々が集まるスポットでのイベントプロモーションを行いました。また、従来より展開している異業種企業の

顧客網を活用した来店誘導やＷＥＢブランディングを継続することで、潜在的な顧客ターゲットにアプローチして

まいりました。既存顧客につきましては、季節に対応した美白キャンペーンや定期的に店舗へご来店いただける企

画の実施に加え、ポイントシステムの充実を図るため、フェイシャルケア以外のサービスを提供する店舗を順次拡

大してまいりました。また、メールアンケートを積極的に活用したきめ細やかなサービスを提供し、顧客満足度の

向上を常に意識した接客に努めてまいりました。

 製品におきましては、下記のとおり期間限定製品等を発売いたしました。

・４月：美白シーズンを目前に、透明感のある肌を目指すための美白スキンケアライン『ホワイトシリーズ』よ

り、限定品の『ブライトアップマセ』を追加した期間限定セットを発売。

    新たな顧客層へのアプローチを目指し、より身近に手にとって効果を実感してもうらため、通信販売をメ

インチャネルとしたスキンケアライン『アビリティシリーズ』を新発売。

・５月：紫外線等によるダメージ肌に働きかけるサロン専用のスペシャルケアセット『ＳＰＡ ＰＪ-Ｗ』をバージ

ョンアップし、期間・数量限定で発売。

・６月：４月の期間限定セット用に発売した『ブライトアップマセ』を通常製品として発売。

    美と健康をサポートする甘酸っぱい４種のベリー味の健康飲料『酵素美人-紫』を新発売。

 以上の販売活動を実施し、既存顧客の継続数は増加したものの、消費税率引上げ前の駆け込み需要の反動による

顧客単価の減少や新規顧客の売上高減少の影響等により、直営店舗における売上高は3,230,747千円（前年同期比

9.6％減）となりました。

 この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高3,320,740千円（前年同期比9.7％減）、営業利益10,364千円

（前年同期比96.6％減）、経常利益23,759千円（前年同期比92.7％減）、四半期純利益22千円（前年同期100.0％

減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第１四半期会計期間末の資産は11,273,765千円となり、前事業年度末に比べて586,881千円減少いたしまし

た。その主な要因は、現金及び預金の減少（前事業年度末比620,527千円減）、売掛金の減少（前事業年度末比

133,364千円減）、商品及び製品の増加（前事業年度末比87,464千円増）、投資その他の資産の増加（前事業年度

末比114,199千円増）によるものであります。

（負債）

  当第１四半期会計期間末の負債は2,590,494千円となり、前事業年度末に比べて441,347千円減少いたしました。

その主な要因は、買掛金の減少（前事業年度末比63,168千円減）、未払法人税等の減少（前事業年度末比459,485

千円減）によるものであります。

（純資産）

  当第１四半期会計期間末の純資産は8,683,270千円となり、前事業年度末に比べて145,533千円減少いたしまし

た。その主な要因は、利益剰余金の減少（前事業年度末比170,614千円減）によるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ518,795

千円減少し、当第１四半期会計期間末には1,422,195千円（前年同期比33.0％減）となりました。

 当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 当第１四半期累計期間において、営業活動の結果使用した資金は420,884千円（前年同期は11,274千円の資金を

獲得）となりました。これは主に、税引前四半期純利益23,787千円、減価償却費84,266千円、売上債権の減少

- 2 -

㈱シーボン（4926）　平成27年３月期　第１四半期決算短信（非連結）



133,364千円、たな卸資産の増加80,670千円、仕入債務の減少63,168千円、法人税等の支払額452,665千円によるも

のであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 当第１四半期累計期間において、投資活動の結果獲得した資金は38,356千円（前年同期比1,056.1％増）となり

ました。これは主に、定期預金の預入による支出400,000千円、定期預金の払戻による収入501,732千円、有形固定

資産の取得による支出59,848千円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 当第１四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は136,267千円（前年同期比33.1％増）となりま

した。これは主に、配当金の支払額149,510千円によるものであります。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、平成26年５月９日付「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」にて発表

いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）追加情報

（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ)

  当社は、平成24年３月15日開催の取締役会において、当社従業員持株会を活用し、福利厚生制度の拡充を目的

として「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」（以下、「本制度」）の導入を決議しております。

本制度では、当社が「シーボン従業員持株会」（以下、「持株会」）に加入する従業員のうち一定の要件を

充足する者を受益者とする信託を設定し、当社株式を譲渡していく目的で日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）（以下、「従業員持株会信託口」）が、本信託の設定後４年間にわたり持株会が取得すると見

込まれる数の当社株式を予め取得し、持株会への売却を行います。 

当社株式の取得及び処分については、当社が従業員持株会信託口の債務を保証しており、総額法を適用して

おります。 

  なお、当第１四半期会計期間末に従業員持株会信託口が所有する当社株式は、総額法の適用により四半期貸借

対照表の純資産の部に自己株式として表示しており、計上額は149,687千円、株式数は96,200株であります。ま

た、四半期貸借対照表に計上された長期借入金の額は140,020千円であります。 

 

（株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ））

  当社は、平成25年10月31日開催の取締役会において、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、

経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気の向上と福利厚生

制度の拡充を目的として、従業員に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－Ｅ

ＳＯＰ）」（以下「本制度」といい、本制度に関してみずほ信託銀行株式会社と締結する信託契約に基づいて設

定される信託を「本信託」といいます。）を導入すること及び本信託の設定時期、金額等の詳細について決議し

ております。この導入に伴い、平成25年11月13日付で資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（以下、

「株式給付信託口」）が当社株式178,900株を取得しております。

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を

給付する仕組みです。 

当社は、従業員に対し勤続年数等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権の取得をしたときに

当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式については、予め信託設定した

金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。 

  当該本信託については、総額法を適用し、当第１四半期会計期間末に株式給付信託口が所有する当社株式は、

四半期貸借対照表の純資産の部に自己株式として表示しており、計上額は359,209千円、株式数は178,800株であ

ります。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,942,723 2,322,195 

売掛金 1,350,815 1,217,450 

商品及び製品 350,680 438,144 

仕掛品 117,256 123,443 

原材料及び貯蔵品 503,681 490,700 

その他 432,857 408,886 

貸倒引当金 △818 △737 

流動資産合計 5,697,196 5,000,083 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,688,674 2,665,225 

土地 1,378,554 1,378,554 

その他（純額） 592,282 615,224 

有形固定資産合計 4,659,511 4,659,004 

無形固定資産 124,923 121,462 

投資その他の資産    

その他 1,404,041 1,518,210 

貸倒引当金 △25,026 △24,996 

投資その他の資産合計 1,379,014 1,493,214 

固定資産合計 6,163,450 6,273,681 

資産合計 11,860,646 11,273,765 

負債の部    

流動負債    

買掛金 193,136 129,968 

未払法人税等 473,958 14,472 

賞与引当金 1,050 425 

役員賞与引当金 16,300 8,250 

ポイント引当金 457,704 446,997 

その他 1,228,341 1,295,681 

流動負債合計 2,370,490 1,895,793 

固定負債    

長期借入金 140,020 140,020 

株式給付引当金 16,994 33,872 

資産除去債務 297,775 298,902 

その他 206,562 221,906 

固定負債合計 661,351 694,701 

負債合計 3,031,842 2,590,494 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 469,425 469,425 

資本剰余金 353,325 353,325 

利益剰余金 8,484,514 8,313,899 

自己株式 △523,329 △509,124 

株主資本合計 8,783,935 8,627,525 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 40,388 50,548 

評価・換算差額等合計 40,388 50,548 

新株予約権 4,480 5,196 

純資産合計 8,828,803 8,683,270 

負債純資産合計 11,860,646 11,273,765 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 3,676,213 3,320,740 

売上原価 654,742 640,775 

売上総利益 3,021,471 2,679,965 

販売費及び一般管理費    

従業員給料 1,038,426 1,063,613 

その他 1,675,670 1,605,988 

販売費及び一般管理費合計 2,714,097 2,669,601 

営業利益 307,373 10,364 

営業外収益    

受取利息 2,142 1,573 

受取配当金 4,449 1,099 

受取家賃 12,171 10,562 

その他 668 379 

営業外収益合計 19,432 13,614 

営業外費用    

支払利息 322 176 

その他 47 42 

営業外費用合計 369 219 

経常利益 326,435 23,759 

特別利益    

固定資産売却益 － 27 

投資有価証券売却益 46,315 － 

特別利益合計 46,315 27 

特別損失    

固定資産除却損 126 0 

特別損失合計 126 0 

税引前四半期純利益 372,624 23,787 

法人税、住民税及び事業税 115,383 5,479 

法人税等調整額 26,477 18,285 

法人税等合計 141,861 23,764 

四半期純利益 230,763 22 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 372,624 23,787 

減価償却費 65,132 84,266 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 91 △111 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △650 △8,050 

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,910 △625 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △7,747 △10,707 

株式給付引当金の増減額（△は減少） - 16,878 

受取利息及び受取配当金 △6,592 △2,672 

支払利息 322 176 

固定資産除却損 126 0 

投資有価証券売却損益（△は益） △46,315 - 

固定資産売却損益（△は益） - △27 

売上債権の増減額（△は増加） △131,012 133,364 

たな卸資産の増減額（△は増加） △91,141 △80,670 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,798 △63,168 

その他 106,961 △63,311 

小計 241,092 29,129 

利息及び配当金の受取額 7,160 2,651 

法人税等の支払額 △236,978 △452,665 

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,274 △420,884 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △501,732 △400,000 

定期預金の払戻による収入 500,000 501,732 

有価証券の償還による収入 50,000 - 

有形固定資産の取得による支出 △261,937 △59,848 

投資有価証券の売却による収入 220,254 - 

敷金及び保証金の差入による支出 △1,070 △148 

敷金及び保証金の回収による収入 578 162 

その他 △2,775 △3,541 

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,317 38,356 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の売却による収入 14,937 14,204 

配当金の支払額 △147,537 △149,510 

ストックオプションの行使による収入 30,800 - 

その他 △545 △961 

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,344 △136,267 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △87,752 △518,795 

現金及び現金同等物の期首残高 2,210,331 1,940,990 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,122,578 1,422,195 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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